
プラシキ 取扱上の注意 

 
《 プラシキを正しく，安全に，大切にお使い下さい。》 

 

 
プラシキはポリエチレン製の為, 

 
○ 敷鉄板とは強度が異なります。 

○ 使用温度範囲は外気温度の－20℃ ～ 50℃です。 

○ プラシキのズレ防止、段差補正には固定金具を利用して下さい。 

① 地面用には 門型アンカー。 

② アスファルト，コンクリート，砂利道では 平板固定金具。 

③ 車輌通行時は徐行。急発進，急停止はやめて下さい。 

 

 

 

ご注意！  下記の使用では傷つきます。 
 

○ 鉄キャタ 等のクローラでの旋回時，繰返しの走行時に生じる

滑止め山の削れ傷。 

○ 鉄製バケット を利用したハンドリングで生じる当り傷。 

○ 段差角 での踏付けによる鋭角な，過度な曲がり傷。 

○ 砕石，コンクリートガラ上 での踏付け時のへこみ傷。 

○ 塗料，溶剤 による腐食跡。 

○ バーナーの熱，溶接時の火花 による溶け傷。 

○ 凍結、土砂、アンカー等の過負荷や固定のままでの無理な移動傷｡ 

○ 路面にプラシキ山跡の付着。 

（硬い路面でこすれた黒色の付着跡。柔らかい路面でのへこみ跡。） 

片面フラットを選択して下さい。路面によっては下敷きを用意下さい。

プラシキⅡ(白色)の方が黒色に較べて炎天下でも熱くなりにくい性質

があります。 

 

 

 

 危険！  下記の用途は事故防止の為，禁止 です。 
 

○ ブリッジや 穴のふたとしての使用。 

○ クレーンのアウトリガー用敷板としての使用｡ 

 

 

 

 
 


